




1.研究の目的 

 乳幼児突然死症候群(Sudden infant death syndrome,SIDS)は欧米諸国においては、乳幼

児の死因として重要であることが早くから認識され、第 9回改定国際疾病分類(1979)にも、

分類番号 798.0 乳児突然死症候群(寝台死 cot deat,Crib death)なる分類項目が設けられ

ている。 

  わが国においては、昭和 50年度並びに 51 年度に、厚生省心身障害研究の一部として乳

児突然死に関する研究班が編成され、本症候群の実態調査が行われた。 

 その結果欧米諸国に比して発生頻度が低いことや、剖検所見に関して混乱がみられてい

た。SIDS が死因として国際疾病分類に収載される以前のこととして止むを得ない点もある

が、このような原因は、恐らく、SIDSに関しての定義並びに診断基準が確立していないこ

とや、SIDS に関する認識が医師を含めて不十分であることによると考えられた。 

 このような混乱を解消し、また一般の認識も高めるためには、SIDS の定義や診断を確立

した上で、本邦における疫学的実態を把握し、病因解明と危険因子の分折とを行ない、予

防対策を樹立することが重要且つ緊急な課題と考えられる。 

 この目的のために昭和 56 年度に厚生省心身障害研究の部として乳幼児突然死研究班が

編成された。本研究班は総合班、疫学班、病態班の3群に分けられ、56 年度には用語およ

び定義、分類、診断基準について分担研究者、研究協力者全員によるワークショップによ

り一応の決定をみた(厚生省・心身障害研究・「乳幼児突然死(SIDS)」に関する研究・昭和

56 年度報告書)。 

 しかし本邦における疫学調査、病因解明、危険因子の分折や予防指針の確立のためには

まだ十分でないため、本年度も引続き本研究を行った。 


